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第
二
十
一
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
二
日

か
ら
三
月
二
十
二
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す

２

小
松
島
警
察
署
長
感
謝
状

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

徳
島
県
知
事
表
彰

勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状

勝
浦
地
方
分
会
長
特
別
表
彰

消防出初式 挙行
一
月
十
一
日
、
勝
浦
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
、
新
春
を
飾
る
恒
例
の

消
防
出
初
式
が
勇
壮
か
つ
厳
粛
に
開

催
さ
れ
、
永
き
に
わ
た
り
消
防
活
動

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

式
典
終
了
後
、
星
谷
橋
下
流
河
川

敷
に
お
い
て
十
分
団
一
斉
の
放
水
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
の
使
命

で
あ
る
町
民
の
生
命
と
財
産
を
災
害

か
ら
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
消

防
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年

被

表

彰

者

（
敬
称
略
）
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績
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第
二
十
一
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
二
日

か
ら
三
月
二
十
二
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す

３

勝
浦
の
路
沿
い
に
、

桃
や
桜
の
花
が
「
パ
ッ

ト
咲
い
た
」
よ
う
に
、

ピ
ン
ク
の
旗
が
立
ち

並
び
、
春
の
風
を
呼

び
込
む
季
節
を
迎
え

ま
し
た
。
「
第
二
十
一

回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
」

の
開
催
に
向
け
て
、

実
行
委
員
会
で
は
着
々

と
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

勝浦町提案公募型補助事業
（あなたの一歩助成金）が追加採択決定される！

町広報かつうら11月号で２件の採択についてご報告をしたところですが、このたび勝浦町議会12

月定例会において補正予算のご承認をいただき、次の一件が追加採択されましたのでご報告します。

《採択された事業》

◆
ひ
な
供
養
人
形
受
付

家
庭
で
飾
ら
な
く
な
っ
た
り
、
古
く
な
っ
た

ひ
な
人
形
を
引
き
取
り
供
養
い
た
し
ま
す
。
供

養
し
た
ひ
な
人
形
は
、
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
に
飾
っ

た
り
、
文
化
交
流
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。受

付
時
間

二
月
十
四
日

･

十
五
日

ま
で

午
前
九
時
～
午
後
三
時
ま
で

会

場

勝
浦
町
生
名

人
形
文
化
交
流
館

供

養

料

五
、
〇
〇
〇
円

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
と
協
力
を

ひ
な
祭
り
の
準
備
に
は
、
多
く
の
人
手
を
要

し
、
毎
回
五
〇
〇
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
二
月
二
十
二
日
の
開
幕
に
向
け
て
、

会
場
で
人
形
の
飾
り
付
け
、
会
場
設
営
・
整
備

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
立
ち
寄

り
頂
き
、
一
人
で
も
多
く
の
参
加
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

勝
浦
町
産
業
建
設
課

(

４
２)

１
５
０
５

人
形
文
化
交
流
館

(

４
２)

４
３
３
４

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

(

４
２)

３
３
０
０

ビッグひな祭り日程
期 間 ２月22日 ～３月22日

午前９時～午後４時まで

会 場 人形文化交流館

入場料 大 人：300円 団 体：200円（10人以上）

小学生：100円

主なイベント（平成20年12月上旬申出分）

２月22日
午前９時30分～ オープニングセレモニー

10時～ 奉納お手玉演舞

11時～ 阿波踊り（よあかし連）

午後１時30分～ 三味線演奏「朝啄会」

３時～ コーラス

３月１日
午前10時～ おひな様の里がえり

エコファッションショー

10時～ 初節句記念撮影

３月３日
午前10時～ 人形浄瑠璃「勝浦座」

午後１時30分～ 人形浄瑠璃「勝浦座」

３月７日
午前11時～ 琴古流尺八美風会

午後１時～ 大正琴演奏「琴の葉会」

３月８日
午前11時～ 舞踊「勝浦山村会」

午後１時30分～ お手玉演舞「子ども教室発表会」

３月14日
午前11時～ 小松島ぽんぽこクラブ

午後１時30分～ お手玉演舞「競演会」

３月15日
午前10時～ 大正琴演奏「琴の葉会」

午後１時～ 勝浦エコファッションショー

３月22日
午後３時～ 阿波踊り「やっこ連」

３時30分～ フィナーレ

特定非営利活動法人 阿波勝浦井戸端塾

「勝浦で育苗されたエドヒカンサクラを「夢桜」として広く町内に定植して、勝浦町の花

木として後世に残すこと。また、早咲きの夢桜は、ビッグひな祭りの時期に開花するので、

他の観光名所と併せ町内外からの多くの人々が交流する活力あるにぎわいの勝浦町を推進す

ること」を目的として、枯死寸前の西岡の前松堂前の桜（樹齢約90年のエドヒカンサクラ）

を増殖し、町内各地に定植する。 （代表者 殿川武男さん）

第21回

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り

い
よ
い
よ
開
幕
！

着々と準備が進む人形文化交流館



高
齢
者
叙
勲
の
受
章

第
二
十
一
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
二
日

か
ら
三
月
二
十
二
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す

４

こ
の
た
び
、
高
齢
者
叙
勲
に
元
勝
浦
町
助

役
の
小
西
兵
二
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
元
勝

浦
町
議
会
議
長
の
若
木
肇
さ
ん
が
旭
日
単
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

小
西
兵
二
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
生

比
奈
村
に
奉
職
し
て
以
来
、
二
十
七
年
間
、

財
務
課
長
、
総
務
課
長
、
収
入
役
、
助
役
な

ど
町
の
要
職
を
歴
任
し
、
勝
浦
町
勢
発
展
の

礎
を
築
き
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
司
と
し
て

更
正
保
護
行
政
の
重
要
な
役
割
を
担
い
、
そ

の
職
務
に
誠
実
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

若
木
肇
さ
ん
は
、
勝
浦
町
議
会
議
員
と
し

て
二
十
年
間
在
職
さ
れ
ま
し
た
。
在
職
中
は
、

特
別
委
員
と
し
て
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建

設
に
尽
力
し
た
ほ
か
、
農
業
振
興
、
過
疎
対

策
等
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
大
き
な
功
績
を
残
す
と
と
も
に
、
勝
浦

町
議
会
議
長
と
し
て
、
議
会
の
運
営
に
お
い

て
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
お
二
人
の
受
章
は
、
こ
う
し
た
こ

れ
ま
で
の
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
足
跡
は
、
今
日
の
勝

浦
町
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
大
き
な
財

産
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

小
西
さ
ん
、
若
木
さ
ん
の
町
に
対
す
る
永

年
の
ご
尽
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
回
の
受
章
に
対
し
、
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

小 西 兵 二 さん

昨年の12月20日に鳴門弓道場で行われた第27回

全国高等学校弓道選抜大会県予選で、富岡西高校

が男子団体で初優勝し、本町の河野祐一君、宮本

慎也君、坪井俊祐君が全国大会へ出場します。

昨年８月の県遠的選手権、11月の県新人大会は

ともに３位でしたが全員が無心で、自分の射に集

中して頑張った結果、優勝というすばらしい成績

を収めました。

静岡県藤枝市で３月21日から開催される全国大

会に向け「まずは予選通過することを目標に頑張

る」と日々の練習に励んでいます。頑張ってくだ

さい！

河 野 祐 一 君（中角）

宮 本 慎 也 君（掛谷）

坪 井 俊 祐 君（掛谷）

若 木 肇 さん

弓道全国大会へ！

小

西

兵

二
さ
ん

瑞
宝
双
光
章

若

木

肇
さ
ん

旭
日
単
光
章

まちかど

散歩みち



第
二
十
一
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
二
日

か
ら
三
月
二
十
二
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す

５

新春の阿波路を駆け抜ける徳島駅伝が、１

月４日から６日までの３日間、好天に恵まれ、

記念大会にふさわしい数々の名場面をつくり

ながら県内一円において開催されました。

今回は15郡市がフル出場し優勝を目指しま

した。勝浦郡チームは選手に故障者が出るな

ど、万全の態勢では大会に臨めませんでした

が、個々の選手の懸命の走りにより総合13位

という成績に躍進しました。

今回は記念大会ということで５年ぶりに勝

浦コースが採用されました。２度目の中継所

となった横瀬の農村環境改善センター前・徳

島新聞勝浦専売所前では、婦人会による、あ

め湯・お茶が大会関係者や沿道の方々にもて

なされました。また、横瀬の中央商店街では、

町商工会、横瀬商店街による全長300ｍ、幅90

㎝を越える選手応援の横断幕が掲げられ、ま

た安全協会による沿道の交通整理など、多く

の協力があって勝浦町は５年ぶりの徳島駅伝

通過に沸き、選手は全力を尽くすことができ

ました。

今大会に際しましてご尽力くださいました

後援会の皆さんをはじめ、沿道各所でご声援

くださいました町民の皆さんに厚くお礼を申

し上げます。

今大会において大会長から勝浦郡チームに

「躍進賞」が贈られました。

今大会において、大会長から町内の次の選

手・役員が表彰を受けました。（敬称略 順不同）

「永年出場競技者表彰」

畠 田 浩 二（アトム運輸(株)）

『記念大会特別表彰』

「20年出場競技者表彰」

駒 津 普 司（日本ケミコン）

「永年功労者表彰」

森 本 守（勝浦郡陸上競技協会理事監事）

谷 崎 寛 仁（勝浦郡陸上競技協会理事）

また、勝浦郡陸上競技協会後援会会長から

次の町内選手に各賞が贈られました。

（敬称略 順不同）

勝浦郡最優秀選手賞

宮 本 一 也（小松島西高校）

勝浦郡優秀選手賞

駒 津 普 司（日本ケミコン）

山 平 和 也（日亜化学工業(株)）

藤 木 浩 史（日亜化学工業(株)）

小 原 祐 輝（勝浦中学校２年）

宮 田 蘭（小松島西高校３年）

宮 田 桜（小松島西高校３年）

第55回
記念大会 徳 島 駅 伝

広報かつうら１月号掲載後に

ふるさとに寄附をしてくださっ

た方についてご報告します。
ふるさとへの寄附金

関東阿波かつうら会会員（匿名希望）の方からご寄附をいただきました。この制度が

始まった平成20年４月30日から平成20年12月末までの寄附金総額は10，793千円となりま

した。皆様のふるさと勝浦町への温かい想い格段のご理解ご協力に対し、厚く御礼申し

上げます。

本年も相変わりませず、よろしくご協力をお願いいたします。

また、アンケートの中で次のようなお便りをいただきましたのでご紹介します。

「少額で恐縮いたしております。お手数をおかけしました。勝浦町の益々のご発展を祈念

いたしております。」

「勝浦町の益々のご発展を心からお祈り申し上げます。」



一
月
十
五
日
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お

き
ま
し
て
、
勝
浦
い
き
い
き
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
主

催
、
勝
浦
町
・
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
共
催
に
よ
る

農
業
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
町
民
約
四
百

人
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
同
団
体
を
通
じ
て
勝
浦
農
業

に
功
績
、
貢
献
の
あ
っ
た
方
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
後
、
町
農
業
者
の
活
動
報
告
・
基
調
講
演
・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
と
く
し
ま
営
農

開
発
部
の
長
谷
部
秀
明
技
術
主
管
が
「
町
で
ミ

カ
ン
の
品
種
を
統
一
し
、
生
産
、
販
売
量
を
毎

年
一
定
に
し
た
上
で
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
・
生
産
樹
齢
ま
で

幼
木
を
管
理
す
る
仕
組
み
作
り
」
を
今
後
の
勝

浦
み
か
ん
産
業
に
必
要
な
施
策
と
し
て
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
「
売
れ
る
農
産
物
作
り
」
を
テ
ー
マ

に
同
団
体
の
会
員
ら
六
人
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る
産
地

づ
く
り
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て
、
主
に
次
の

三
項
目
が
重
要
で
あ
る
と
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

①
温
州
み
か
ん
の
園
地
別
隔
年
交
互
結
実
栽
培

の
推
進
に
よ
る
品
質
と
生
産
量
の
安
定

②
摘
果
の
徹
底
や
土
壌
分
析
等
に
よ
る
生
産
コ

ス
ト
削
減

③
顔
の
見
え
る
安
全
安
心
な
農
産
物
の
生
産

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
こ
れ
か
ら
の
勝
浦

農
業
の
振
興
に
つ
な
が
る
架
け
橋
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
、
ご
支
援
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
勝
浦
町
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
推
進
協
議
会
、
及
び
関
係
各
位

の
皆
様
方
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
十
一
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
二
日

か
ら
三
月
二
十
二
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す

６

2008年度徳島県軟式野球連盟中学校優秀選手に

勝浦中学校３年生の戸田有亮くんが選ばれました。

戸田くんは、勝浦中学校野球部に所属し、主将・

エース（主戦投手）として、投打にわたり優秀な

功績を残されました。

心からお喜び申し上げますとともに、今後ます

ますのご活躍を期待します。

戸

田

有

亮
く
ん

（
勝
浦
中
学
校
野
球
部
）

平成21年１月11日、鳴門・大塚スポーツパー

クで開催されました第24回ちびっこ健康マラ

ソン大会に陸上教室参加者９人が、日頃の成

果を発揮してまいりました。

完走した達成感に満ちあふれた笑顔が、印

象的でした。

１・２年生 1.5㎞ ３・４年生 2.0㎞

５・６年生 3.0㎞

勝浦町総合型地域スポーツクラブ（仮称）

ジュニア陸上教室

ちびっ子健康
マラソン大会参加

徳島県軟式野球連盟

優秀選手

����

農
業
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
！



第
二
十
一
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
二
日

か
ら
三
月
二
十
二
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す

７

近
い
将
来
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
南
海
・
東
南
海
地
震
や
、
台

風
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
よ
る
、
大

規
模
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
全
町

一
斉
防
災
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
自
主

防
災
活
動
の
推
進
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

昨
年
末
に
黒
岩
地
区
に
町
内
十
五

番
目
の
自
主
防
災
組
織
が
発
足
し
、

全
十
六
地
区
を
カ
バ
ー
す
る
組
織
率

１
０
０
％
の
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

県
内
で
は
徳
島
市
・
吉
野
川
市
に
次

い
で
、
町
村
で
は
初
め
て
の
達
成
と

な
り
ま
し
た
。

各
自
主
防
災
組
織
は
、
自
助
・
共

助
の
精
神
の
も
と
防
災
訓
練
や
防
災

講
演
会
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
講
習
会
、
非
常
食
の
炊
き

出
し
訓
練
、
危
険
箇
所
の
点
検
と
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
製
な
ど
、
活
発

な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
四
月
に
は
、
自
主
防
災
組
織

連
絡
協
議
会
を
発
足
し
、
防
災
の
講

演
会
の
開
催
や
各
自
主
防
災
組
織
の

連
絡
調
整
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す

の
で
、
町
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
参

加
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
率
100
％
に
！

集会所で防災講演会

ＡＥＤと簡易担架の訓練

地
区
対
抗
野
球
大
会
が
、
八
月
十
八

日
か
ら
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
決
勝
戦
は
横
瀬
対
生
名
の
顔

合
わ
せ
と
な
り
、
横
瀬
チ
ー
ム
が
七
対

三
で
勝
利
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
地
区

対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
十
一
月
十

日
か
ら
開
催
さ
れ
、
打
撃
戦
と
な
っ
た

決
勝
戦
は
横
瀬
対
中
角
・
今
山
・
山
西

で
行
わ
れ
、
打
ち
勝
っ
た
横
瀬
チ
ー
ム

が
優
勝
し
ま
し
た
。

ソフトボール 横瀬チーム

野球 横瀬チーム

野球大会

ソフトボール大会

地区対抗

優勝 横瀬チ ム� �



報 ラア カ ル ト情

第
二
十
一
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
二
日

か
ら
三
月
二
十
二
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す

８

勝
浦
町
で
は
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

か
ら
住
民
主
体
で
運
営
す
る
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
『
Ｋ
ー
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ

ｓ
（
ケ
イ
ー
フ
レ
ン
ズ
）
』
の
運
営
に
向
け

た
企
画
か
ら
実
行
ま
で
事
務
局
運
営
の
仕

事
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

〈
主
な
業
務
〉

一
般
事
務
・
受
付
業
務
（
会
員
管
理
）
・

各
種
事
業
運
営
・
施
設
管
理
（
清
掃
等
）

〈
条

件
〉

十
八
歳
以
上
で
、
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

運
動
や
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
細

部
ま
で
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
、

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
な
発
想
で
企
画
・

提
案
を
す
る
こ
と
が
得
意
な
方
。
ま
た
、

新
し
い
事
に
敏
感
で
学
ん
で
い
く
姿
勢
を

お
持
ち
の
方
を
求
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
Ｐ
Ｃ
操
作
が
で
き
る
方
（
一
太

郎
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）
を
優
遇
し
ま
す
。

〈
給

与
〉

常

勤

日

給

六
、０
０
０
円

（
社
会
保
険
等
有
）、
そ
の
他
、
出
張
旅

費
、
時
間
外
手
当
、
通
勤
費
を
支
給

非
常
勤

一
時
間

八
〇
〇
円

〈
雇
用
契
約
期
間
〉

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

～

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

※
契
約
の
更
新
は
一
年
ご
と
に
行
い
ま
す
。

〈
休

日
〉

基
本
的
に
週
休
二
日
（
土
日
出
勤
有
）

〈
就
業
時
間
〉

Ａ
勤
務
（
常
勤
）
午
前
八
時
三
十
分

～
午
後
五
時
三
十
分

Ｂ
勤
務
（
常
勤
）
午
前
十
時
～
午
後
七
時

Ｃ
勤
務
（
非
常
勤
）
午
後
七
時
～
十
時

〈
就
業
す
る
場
所
〉

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
勝
浦
町
民
体
育
館
事
務
室

〈
募
集
期
間
〉

平
成
二
十
一
年
二
月
二
日

か
ら
二
月

二
十
日

ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

を
勝
浦
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

設
立
準
備
委
員
会
事
務
局
（
勝
浦
町
教
育

委
員
会
内
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一
次
審
査
（
書
類
選
考
）

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
七
日

ま
で

に
一
次
審
査
の
合
否
を
連
絡
し
ま
す
。

な
お
、
一
次
審
査
合
格
者
は
後
日
面
接

を
行
い
ま
す
。

〈
採
用
人
員
〉

常
勤

２
名
程
度
・
非
常
勤

２
名
程
度

わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談
・
電
話
相
談

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
７
３

子育て支援センター事業から
25日 18日 13日 9日

★
カ
ッ
パ
の
源
さ
ん
こ
と
、
山
内
満
豊
先
生
に
よ
る

伝
統
的
な
遊
び
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
十
五
分

★
親
子
で
リ
ズ
ム
遊
び

講
師

四
国
大
学

田
村
典
子
先
生

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
二
月
生
の
お
友
達
の
誕
生
会

★
親
子
で
遊
ぼ
う
！

「
子
育
て
支
援
の
匠
」に
所
属
し
て
い
る
徳
島
文
理
大
学

岡
山
千
賀
子
先
生
が
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

親
子
で
楽
し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
。
午
前
十
時
～
十
一
時

★
音
楽
鑑
賞
会

「
Ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｉ
」に
よ
る
美
し
い
音
楽
を
聴
き
ま
し
ょ
う
。

２
月

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

『
Ｋ-
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
』
の

職
員
を
募
集
し
ま
す

���
���



第
二
十
一
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
二
日

か
ら
三
月
二
十
二
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す

９

優
秀
な
学
生
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
者
に
対
し
て
奨

学
金
を
貸
し
付
け
し
、
社
会
有
用
の
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
貸

付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

四
月
一
日

～
十
七
日

（
土
・
日
除
く
）

貸
付
予
定
者

高
校
生
・
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

生
・
大
学
生
（
人
数
に
つ
い
て
は
予
算

の
範
囲
内
）

貸
付
金
等
の
額

【
奨
学
金
】

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

入
学
準
備
金

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学

生
入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

【
応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類
】

①
奨
学
金
貸
付
願
書

②
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

③
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

④
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
で
あ

る
こ
と
の
証
明
書
（
住
民
票
ま
た
は

戸
籍
抄
本
等
）

⑤
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の

写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
も
あ
り

ま
す
の
で
、
書
類
の
様
式
等
応
募
方

法
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員

会
事
務
局

（
４
２
）２
５
１
５
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
度

勝
浦
町
育
英
奨
学
金

貸
付
金
に
つ
い
て

心
身
の
発
育
や
発
達
な
ど
に
関
す
る

相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

二
月
十
九
日

午
後
二
時
～

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

小
松
島
療
育
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

※
相
談
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
二
月
六
日

ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
予
約
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
詳
細

に
つ
い
て
の
通
知
を
し
ま
す
）
予
約

が
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
当
日
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

勝
浦
町
福
祉
課
保
健
師

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

発
達
相
談
実
施
日

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク

ラ
ブ
」
の
二
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、

親
も
子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
供
と
保
護
者
）
並
び

に
妊
婦
さ
ん

●

一
月
の
活
動
報
告

一
月
二
十
日
は
、
お
も
ち
つ
き
を

し
ま
し
た
。
民
生
委
員
さ
ん
に
き
て

い
た
だ
い
て
、
き
ね
と
う
す
を
使
っ

た
お
も
ち
つ
き
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ

た
り
、
む
ら
さ
き
い
も
や
ヨ
モ
ギ
や

あ
ん
こ
が
入
っ
た
い
ろ
と
り
ど
り
の

お
も
ち
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

朝
早
く
か
ら
準
備
し
て
い
た
だ
い

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ
０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

URL
http

:
//blog

.
goo

.
ne

.
j
p/

h
a
gu

kum
i

―2006

行事予定

24日 17日 10日 ３日

ひ
な
ま
つ
り
パ
ー
テ
ィ

（
詳
し
く
は
折
込
を
ご
覧
下

さ
い
）

ひ
な
人
形
作
り

読
み
聞
か
せ
＆
横
田
先

生
の
育
児
相
談

節
分
の
豆
ま
き

�
�

��
��
��
��
��
��
��
��
		

���
���

���
���
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催
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小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
い
る

家
庭
で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
、
給
食

費
等
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

受
給
資
格

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ

た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
を
受
け
た
。

④
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働

者
を
希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し

て
い
る
。

⑥
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で

あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

四
月
一
日

～
十
七
日

（
土
・
日
除
く
）

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ

い
て
は
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
４
２
）
２
５
１
５
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

2009 勝浦郡民のつどいのご案内

前
川
裕
美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
や
、

命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
中
心

に
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
、
会
場
に
は
勝
浦
郡
内
小
中
学
生

が
描
い
た
人
権
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
い
じ
め
問
題
を
中
心
に
、

「
命
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

日

時

二
月
九
日

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ

夢
見
る
力
を
信
じ
て

～
お
話
と
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
～

講
演
時
間

・
午
前
十
時
三
十
分
～
十
二
時
三
十
分

（
勝
浦
郡
内
小
中
学
生
お
よ
び

勝
浦
高
校
生
の
み
入
場
可
）

・
午
後
六
時
～
七
時
三
十
分

（
勝
浦
郡
内
一
般
住
民
の
方
）

入
場
料

無

料

主

催

勝
浦
郡
人
権
教
育
推
進
協
議
会

後

援

勝
浦
町
教
育
委
員
会

上
勝
町
教
育
委
員
会

テーマ「夢見る力を信じて」

視力低下と視野がどんどん狭くなる「網膜症色素変性症」と診断されたのは、小学

5年の時。「今振り返ってみれば、看板にぶつかったり球技ができなかったのは、鈍い

のではなく視野が他の人半分以下しかなかったからなんです。でも当時はことの深刻

さがまだ理解できていませんでした。」大好きな音楽を続けたくて必死に勉強し、高

校に音楽科がある私立中学校に合格。ところが病気への理解が得られず、「体育の見

学はずるい」「どんくさい」とキツイ言葉や嫌がらせを受けることもありました。

前

川

裕

美

～
夢
見
る
力
を
信
じ
て
お
話
と
ピ
ア
ノ
の
引
き
語
り

～

平
成
二
十
一
年
度

就
学
援
助
制
度

前川裕美さんプロフィール

1978年生まれ。３歳で音楽と出会い、６歳で作曲

を始める。小学校５年の時に進行性の弱視「網膜色

素変性症」と診断される。視力を失っていく中にあっ

ても、音楽家になる夢を目指して学び続ける。

「必ず夢は叶う」と信じ、一貫して大好きな音楽

の道に邁進し、高等学校音楽科を卒業。

阪神淡路大震災で自宅全壊に遭い、避難所・仮設

住宅でも歌い続ける。

その後、1997年単身アメリカに渡り、ボストンの

バークリー音楽大学で６年間学び帰国。
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生
涯
学
習
講
座
（
家
庭
教
育
）
と
し

て
二
月
二
十
一
日

に
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

テ
ー
マ

「
子
ど
も
い
い
と
こ
ろ
に

気
づ
い
て
ま
す
か
？
」

～
自
分
を
ほ
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

自
然
に
子
ど
も
も
ほ
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
～

講

師

阿
部
和
代

先
生

Ｃ
Ａ
Ｐ
と
く
し
ま
代
表
と
し
て
、
子

ど
も
の
人
権
を
守
る
活
動
に
取
り
組
み
、

徳
島
県
社
会
人
権
教
育
指
導
員
な
ど
を

歴
任
し
て
い
る
。

「
子
育
て
」
と
「
子
ど
も
の
人
権
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
で
す
。
子
育

て
中
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
そ
の

他
家
庭
教
育
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
に

ぜ
ひ
聞
い
て
も
ら
い
た
い
講
演
で
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

参
加
費

無

料

日

時

二
月
二
十
一
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

場

所

勝
浦
町
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）２
５
１
５

生
涯
学
習
講
座（
家
庭
教
育
）

開
催
に
つ
い
て

京
都
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
室
内
合
奏
団
に

よ
る
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

京
都
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
室
内
合
奏
団
は
、

一
九
七
二
年
に
結
成
さ
れ
た
本
格
的
な
プ
ロ

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
合
奏
団
で
す
。

日

時

二
月
二
十
三
日

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

（
開
場
午
後
五
時
）

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内

容
本
格
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
父
／
ラ
デ
ツ
キ
ー

行
進
曲

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム

ジ
ー
ク
よ
り
第
１
楽
章

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
／
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
（
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
）

モ
ン
テ
ィ
／
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
／
ワ
ル
ツ
ィ
ン
グ
キ
ャ
ッ
ト

他

生
比
奈
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
と
の
共
演

横
瀬
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
と
の
共
演

京
都
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
よ
る

勝
浦
中
学
校
校
歌
演
奏

入
場
料

無

料

主

催

勝
浦
町
教
育
委
員
会

勝
浦
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

京都フィルハーモニー室内合奏団

1972年に結成。本年創立35年を迎

える。一人一人がソリストの個性派

揃いのプロの合奏団。定期演奏、特

別公演、子どものためのクラシック

入門コンサート等を主催するととも

に、各地ホールテレビ、芸術祭等に

多数出演している。

また、国内外の演奏家や指揮者と

共演する一方、狂言、文楽人形、津

軽三味線、尺八等の日本の伝統芸能

とのコラボレーションや、俳優、タ

レント等との共演も積極的におこな

い、「挑戦する室内オーケストラ」と

大好評を博している。

2009 勝浦町人権フェスティバルのご案内

京
都
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
室
内
合
奏
団

KYOTO
PHILHARMONIC

CHAMBER
ORCHESTRA
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催
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勝
浦
病
院
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容

職

種

看
護
師

受
付
期
間

随

時

募
集
人
員

若
干
名

雇
用
形
態

正
規
職
員
・
臨
時
職
員

問
い
合
わ
せ

勝
浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
４
１

次
の
と
お
り
三
月
に
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

三
月
一
日

午
前
八
時
～
十
一
時
ま
で

※
悪
天
候
の
場
合
は
三
月
八
日

に

延
期
し
ま
す
。

場

所

星
谷
運
動
公
園

駐
車
場

※
料
金
表
等
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
は
、

三
月
号
広
報
誌
に
掲
載
し
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）
１
５
０
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

建
設
工
事
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書

一
式

（
申
請
書
は
勝
浦
町
産
業
建
設
課
で
販

売
し
ま
す
。
一
部
三
百
円
）

添
付
書
類

・
身
分
証
明
書

・
納
税
証
明
書

・
印
鑑
証
明
書

・
労
働
保
険
加
入
証
明
書(

写)
・
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
、
履

行
証
明
書(

写)

・
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
加
入
証

明
書(

写)

・
任
意
労
災
制
度
加
入
証
明
書
ま
た
は

振
込
み
通
知
書(
写)

・
登
記
簿
謄
本(

法
人)

・
代
表
者
の
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書(
写)

・
建
設
業
許
可
通
知
書(

写)

受
付
期
間

三
月
一
日

～
三
十
一
日

（
期
間
厳
守
）
※
土･

日･

祝
日
を
除
き
ま
す
。

受
付
場
所

勝
浦
町
産
業
建
設
課

有
効
期
間

平
成
二
十
一
年
度

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
産
業
建
設
課

（
４
２
）１
５
０
６

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

※
た
だ
し
、
町
外
建
設
業
者
は
、
平
成

九
年
度
を
最
初
の
期
間
と
す
る
隔
年
ご

と
の
申
請
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
産
業
建
設
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用
ト

ラ
ク
タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
乗
用
装
置
（
人
が
乗
る

た
め
の
設
備
）
を
備
え
、
国
土
交
通
大

臣
の
形
式
認
定
を
受
け
た
も
の
は
、
軽

自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

公
道
を
走
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
使
用

実
態
を
問
わ
ず
軽
自
動
車
と
し
て
の
登

録
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）
１
５
０
３

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

原
動
機
付
自
転
車
や
自
動
二
輪
、
軽

自
動
車
な
ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
、

毎
年
四
月
一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

廃
車
や
名
義
変
更
の
届
出
を
し
て
い

な
い
方
、
ま
た
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方

は
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の

該
当
窓
口
で
確
実
に
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

・
原
動
機
付
自
転
車

（
一
二
五
cc
以
下
の
バ
イ
ク
）

・
小
型
特
殊
自
動
車

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）
１
５
０
３

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

・
軽
二
輪
（
二
五
一
cc
以
上
の
バ
イ
ク
）

四
国
運
輸
局
徳
島
運
輸
支
局

０
５
０（
５
５
４
０
）
２
０
７
４

・
軽
自
動
車
・
軽
二
輪

（
一
二
六
～
二
五
〇
cc
の
バ
イ
ク
）

徳
島
県
軽
自
動
車
協
会

０
８
８
（
６
４
１
）２
０
１
０

軽
自
動
車
の
廃
車
・
名
義

変
更
は
お
済
み
で
す
か
？

建
築
・
土
木
工
事
等
指
名

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
の
受
付
つ
い
て

※登録している犬
の場合は印鑑と
鑑札が必要です。

不用犬
引き取り日

12日

26日

勝
浦
病
院
職
員
募
集

家
庭
の
粗
大
ご
み
回
収

の
お
知
ら
せ

ご
存
じ
で
す
か
？

小
型
特
殊
自
動
車
の

登
録
に
つ
い
て
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勝浦町総合型地域スポーツクラブ名募

集に、64通のご応募をいただきました。

たくさんのご応募ありがとうございまし

た。採用されました方には、命名認定証

と賞金を授与いたします。各賞に採用さ

れた方々には、記念品をご送付いたしま

した。４月より住民の皆様に親しみやす

いクラブ「Ｋ-Ｆｒｉｅｎｄｓ」として

事業展開してまいりますので、よろしく

お願い申し上げます。

クラブ名

Ｋ-Ｆｒｉｅｎｄｓ（ケイ-フレンズ）

提案者 笠 松 正 利 様（棚野在住）

＊＊＊ 提案理由 ＊＊＊

「仲間づくり」という思いを込めて

この名称にしました。スポーツや文化

行事など様々な活動を通じて、子供か

らご年配の方まで、みんなが仲間。

「Ｋ」は勝浦のＫです。「Ｆ」には、観

光、交流の町をイメージする「ふれあ

い」の意味を含めました。「フレンズ」

は英語ですが、ご年配の方にも受け入

れやすい言葉ではないでしょうか。

★おしかったで賞

①かつうらザウルス

②かつうら童夢クラブ

★設立準備委員会長賞

①ＫＡＴＳＵＵＲＡトライアル

★ユニーク賞

①勝浦スポーツ来て喜てアー！ユー！クラブ

②勝Ｄｏ倶楽部

③健康みかん畑クラブ

④Ｌｅｔ'ｓ ＨＡＨＡＨＡ・勝浦

⑤勝浦みかん太郎フェスティバル

〔問い合わせ〕

勝浦町総合型地域スポーツクラブ設立

準備委員会

（42）2515・ＦＡＸ（42）4900

Ｅ-mail katsuurasportsclub@yahoo.co.jp

勝浦町総合型地域
スポーツクラブ名決定！

ジ
ュ
ニ
ア
の
陸
上
教
室

子
供
の
時
か
ら
正
し
い
走
り
方
や
持

久
力
を
養
う
こ
と
は
、
す
べ
て
の
ス
ポ
ー

ツ
に
不
可
欠
な

も
の
で
す
。
ま

た
、
未
来
の
徳

島
駅
伝
の
選
手

に
な
る
の
も
夢

で
は
あ
り
ま
せ

ん
！
陸
上
教
室

で
、
本
格
的
な

指
導
を
受
け
て

み
ま
せ
ん
か
？

曜

日

毎
月

第
二
・
四
土
曜
日

時

間

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

場

所

星
谷
運
動
公
園

月

謝

無

料

対

象

小
学
生
三
年
以
上
・
中
学
生

こ
ど
も
運
動
教
室

子
供
達
の
外
遊
び
が
少
な
く
な
っ
た

現
在
、
運
動
能
力
の
低
下
を
感
じ
て
い

ま
せ
ん
か
？
遊
び
や
ゲ
ー
ム
の
中
で
運

動
能
力
の
向
上
を
図
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。

曜

日

毎
週
土
曜
日

時

間

午
前
十
一
時
～
正
午

場

所

町
民
体
育
館

月

謝

一
、
〇
〇
〇
円

対
象
者

六
歳
く
ら
い
～
小
学
校
四
年

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

手
作
り
デ
ィ
ス
ク
を
飛
ば
そ
う
・
ミ

ニ
ハ
ー
ド
ル
・
フ
ラ
フ
ー
プ
・
長
縄
飛

び
・
縄
跳
び
・
ラ
グ
ビ
ー
ゲ
ー
ム
・
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
・
野
球
ゲ
ー
ム
等

※
上
記
教
室
入
会
時
に
は
、
年
会
費

二
、
〇
〇
〇
円
・
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
代
五
〇
〇
円
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

設
立
準
備
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
４
２
）２
５
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
２
）４
９
０
０

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

E-mail
katsuurasportsclub@

yahoo.co.jp

勝
浦
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

教
室
の
ご
案
内
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所
得
税
は
、
納
税
者
自
ら
が
、
税
法

に
従
い
、
所
得
金
額
と
税
額
を
正
し
く

計
算
し
、
申
告
と
納
税
を
行
う
「
申
告

納
税
制
度
」
を
採
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
申
告
書
は
で
き
る
だ
け

自
分
で
作
成
し
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
又
は
郵

送
等
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
に
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な

か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
さ
れ
ま
す

と
、
本
税
の
ほ
か
に
加
算
税
や
延
滞
税

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
年
分
の
所
得
税
の
申
告
と

納
税
の
期
限
は
、
三
月
十
六
日

で
す
。

▼
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
土
地
や

建
物
の
売
却
に
よ
る
譲
渡
所
得
な
ど

が
あ
る
方
で
、
平
成
二
十
年
中
の
所

得
の
合
計
額
が
、
配
偶
者
控
除
、
扶

養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控

除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

▼
給
与
所
得
が
あ
る
方
で

給
与
の
年
収
が
二
千
万
円
を
超
え
る

場
合

給
与
を
二
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て

い
る
方
で
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま

る
場
合

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
（
地
代
・
家
賃
・
原
稿
料
な
ど
）

の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
場

合
な
ど

▼
最
高
五
千
円
の
税
額
控
除

平
成
二
十
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
書
の
提
出
を
本
人
の
電
子
署
名
お
よ

び
電
子
証
明
書
を
付
し
て
申
告
期
限
内

に
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
と
、
最
高
五
千

円
の
所
得
税
の
税
額
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
平
成
十
九
年
分
確
定

申
告
で
本
控
除
の
適
用
を
受
け
た
方
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）。

▼
添
付
書
類
が
提
出
省
略

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ

で
行
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源

泉
徴
収
票
等
は
、
記
載
内
容
を
入
力
し

て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
提
出
又
は

提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
確
定
申
告
期
限
か
ら
三
年
間
、
添
付

書
類
の
提
出
又
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）
。

▼
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申

告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
（
三
週
間

程
度
に
短
縮
）。

▼
平
成
二
十
一
年
一
月
十
九
日
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
、
三
月
十
六
日
ま
で
は
、

二
十
四
時
間
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
が

可
能
で
す
。

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.e-tax.nta.go.jp

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の

案
内
に
従
っ
て
必
要
事
項
を
入
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
、
贈
与
税
お
よ

び
個
人
事
業
者
の
消
費
税
（
地
方
消
費

税
を
含
む
）
の
申
告
書
が
簡
単
に
作
成

で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
直

接
電
子
申
告
す
る
か
Ａ
四
サ
イ
ズ
の
普

通
紙
に
出
力
し
て
郵
送
等
で
税
務
署
に

提
出
で
き
ま
す
。

【
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

http://www.nta.go.jp

申
告
相
談
会
場
は
、
二
月
二
日

～
三
月
十
六
日

（
土
曜
日
・
日
曜

日
・
祝
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
二
月
二

十
二
日
お
よ
び
三
月
一
日
の
日
曜
日
は

確
定
申
告
の
相
談
・
申
告
書
の
受
付
を

行
い
ま
す
。
）
の
期
間
、
「
ア
ス
テ
ィ

と
く
し
ま

三
階
第
二
特
別
会
議
室
」

（
徳
島
市
山
城
町
東
浜
傍
示
一
）
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

受
付
時
間
は
、
午
前
九
時
～
午
後
四

時
で
す
。
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
の
イ
ベ

ン
ト
等
の
関
係
で
無
料
駐
車
場
が
利
用

で
き
な
い
場
合
は
、
有
料
駐
車
場
を
ご

利
用
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
期
間
、
徳
島
税
務
署
庁

舎
内
に
は
、
申
告
相
談
会
場
を
設
け
て

お
り
ま
せ
ん
。

個
人
事
業
者
の
所
得
税
や
消
費
税

（
地
方
消
費
税
を
含
む
）
の
納
税
は
、

安
全
で
便
利
な
預
貯
金
口
座
か
ら
の
振

替
納
税
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
手
数
が

所
得
税
の
確
定
申
告
は

正
し
く
期
限
内
に
！

期
間

二
月
十
六
日

～

三
月
十
六
日

確
定
申
告
が
必
要
な
方

徳
島
税
務
署
の
申
告
相
談
会
場
は

「
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
」
で
す

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
を

使
え
ば
、こ
ん
な
こ
と
が
大
変
便
利

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
書
を
作
成
！

安
全
・
便
利
・
確
実
な

振
替
納
税
の
ご
利
用
を
！

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ
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場所 相談日

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
研
修
室

３
月

２
月

12
日

19
日

５
日

19
日

精神障害者 知的障害者 身体障害者 障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時

日
時

徳島県立総合福
祉センター１階

徳島県立障害者交流プラザ３階 場
所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

toku-ikuseikai
@kouryu-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

kensinren
@kouryu-plaza.jp

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

少
な
く
て
済
む
だ
け
で
な
く
、
う
っ
か

り
納
期
限
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
な

く
、
大
変
便
利
で
す
。

新
た
に
振
替
納
税
制
度
を
ご
利
用
に

な
る
場
合
は
、
金
融
機
関
か
税
務
署
に

「
納
付
書
送
付
依
頼
書
・
預
貯
金
口
座

振
替
依
頼
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
日
は
次
の
と
お
り

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

・
所
得
税

四
月
二
十
二
日

・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

四
月
二
十
七
日

税
務
職
員
を
装
い
、
電
話
に
よ
り
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
振
込
み
を
行
わ
せ
る

「
降
り
込
め
詐
欺
」
に
よ
る
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

ご
不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
税
務

署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
税
務
署
（
徳
島
市
幸
町
三
―
五
四
）

０
８
８
（
６
２
２
）４
１
３
１

解
雇
・
退
職
強
要
・
時
間
外
手
当

不
払
い
な
ど
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用
無
料
、
秘
密
厳
守
。
ど
な
た
で

も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

日

時

二
月
十
二
日

午
後
二
時
～
四
時

予

約

相
談
は
予
約
制
で
す
。

（
十
日
午
後
四
時
ま
で
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。）

会

場

徳
島
県
労
働
委
員
会
（
県
庁

十
一
階
）
徳
島
市
万
代
町
一
ー
一

相
談
員

弁
護
士
な
ど

徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員

対
象
者

県
内
事
業
所
の
使
用
者
お
よ

び
労
働
者
等（
派
遣
、パ
ー
ト

等
非
正
規
労
働
者
を
含
む
）

★
第
二
回
目
以
降
の
相
談
会
は
、
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

二
月
二
十
六
日

午
後
二
時
～
四
時

三
月

十
二
日

午
後
二
時
～
四
時

二
十
六
日

午
後
二
時
～
四
時

※
希
望
相
談
日
の
前
日
午
後
四
時
ま
で
に

電
話
等
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

徳
島
県
労
働
委
員
会
（
県
庁
十
一
階
）

０
８
８
（
６
２
１
）３
２
３
４

※
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
お
手
伝
い

を
す
る
た
め
、
労
働
委
員
会
で
は
、
事

務
局
職
員
に
よ
る
相
談
・
あ
っ
せ
ん（
仲

裁
）
の
受
付
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
指

定
相
談
事
業
者
へ
委
託
し
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

お
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

右
記
相
談
事
業
の
ほ
か
、
障
害
者
当

事
者
団
体
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ

ヤ
ル
』
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）４
６
５
２

月 日 対象地区 会 場

２月16日 石原・沼江 石原集会所

17日 山西・掛谷 ＪＡ東とくしま生比奈支所

18日 中 角 婦人の家

19日 今 山 今山ふれあい交流館

20日 黒 岩 教育集会所

23日 星 谷 星谷集会所

24日 生 名 役場２階会議室

26日 久 国 役場２階会議室

27日 棚野・立川 役場２階会議室

28日 全 町 役場２階会議室

３月２日 中 山 中山集会所

４日 横 瀬 農村環境改善センター

５日 横 瀬 農村環境改善センター

６日 与 川 内 農村環境改善センター

９日 坂 本 坂本集会所

10日 坂 本 坂本集会所

12日 全 町 役場２階会議室

13日 全 町 役場２階会議室

15日 全 町 役場２階会議室

16日 全 町 役場２階会議室

受 付 時 間：午前９時～午後４時まで

休日受付日：２月28日(土)・３月15日(日)

勝浦町の国民健康保険に加入している方および後期
高齢者医療保険資格のある方は、所得のない場合でも、

申告におこしください。

平成21年度 住民税の所得申告
および所得税確定申告受付会場

「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
ご
注
意
を

徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員
に
よ
る

緊
急
労
働
相
談
会
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安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

『
振
り
込
め
詐
欺
』
な
ど
の

被
害
が
依
然
と
し
て
続
い
て

い
ま
す
！

す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
。

一
人
で
判
断
し
な
い
！

事
実
か
ど
う
か
、
必
ず
確
認
す
る
！

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
不
審
に
思
え

ば
、
警
察
本
部
の
警
察
安
全
相
談

＃
９
１
１
０
に
電
話
し
ま
し
ょ
う
。

し
の
び
よ
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪

サ
イ
バ
ー
犯
罪
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
技
術
な
ど
を
悪
用
し
た
犯
罪
で
、
依

然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
詐
欺
な
ど
が

国
民
に
と
っ
て
身
近
な
脅
威
と
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る

際
に
は
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
下

さ
い
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
際
に
は

知
ら
な
い
相
手
に
は
、
住
所
、
電
話

番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
安
易
に
教

え
な
い
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を

利
用
す
る
際
に
は

・
サ
イ
ト
の
注
意
事
項
や
取
引
相
手
を

よ
く
確
認
す
る
。

・
相
手
の
振
込
口
座
に
問
題
が
な
い
か

確
認
す
る
。

③
架
空
請
求
メ
ー
ル
が
き
て
し
ま
っ
た

場
合
に
は

・
支
払
わ
ず
に
無
視
を
す
る
。

相
手
と
連
絡
を
取
ら
な
い
。

・
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
警
察
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

④
不
当
請
求
さ
れ
た
場
合
に
は

請
求
に
は
あ
わ
て
て
払
わ
ず
、
契
約

が
有
効
か
冷
静
に
判
断
し
、
悩
ん
だ
と

き
に
は
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

「
銃
刀
法
」が
変
わ
り
ま
し
た
！

五．

五
㎝
以
上
の
剣(

ダ
ガ
ー
ナ
イ
フ)

が
所
持
禁
止
の
規
制
対
象
と
な
り
ま
す
！

①
平
成
二
十
一
年
一
月
五
日

東
京
・
秋
葉
原
で
発
生
し
た
、
刃
物

使
用
の
無
差
別
殺
傷
事
件
を
受
け
、
刃

渡
り
五．

五
㎝
以
上
十
五．
〇
㎝
未
満
の

剣
が
新
た
に
所
持
禁
止
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

②
平
成
二
十
一
年
七
月
四
日

現
在
所
持
し
て
い
る
方
に
は
、
猶
予

期
間
（
六
か
月
）
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
刀
剣
類
が
所
持
で
き
る
輸
出
業
者

等
に
譲
渡
す
る
か
、
警
察
署
に
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
所
持
し
、

猶
予
期
間
が
経
過
す
る
と
、
不
法
所
持

で
検
挙
さ
れ
ま
す
。

◎
二･

三
月
の
猟
銃
等
講
習
会
開
催
日

経
験
者
講
習

２
月
12
日

徳
島
北
警
察
署

２
月
25
日

美
馬
警
察
署

３
月
12
日

阿
南
警
察
署

３
月
26
日

徳
島
北
警
察
署

初
心
者
講
習

２
月
４
日

小
松
島
警
察
署

※
県
警
で
は
、
猟
銃
等
に
よ
る
重
大
犯
罪
や

事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
県
民
の

不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
猟
銃
等
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
先

生
活
安
全
部
生
活
環
境
課
保
安
係

０
８
８（
６
２
２
）３
１
０
１

農
地
を
農
地
以
外
の
地
目
（
宅
地
・

雑
種
地
・
山
林
等
）
に
変
更
す
る
と
き

は
、
農
業
振
興
地
域
か
ら
除
外
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
は
町
産
業
建
設
課
に
申
請
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
年
は
三
月

十
日

に
受
付
を
締
め
切
り
ま
す

県
知
事
の
許
可
は
、
十
月
上
旬
頃
に
な

り
ま
す
。
そ
の
後
農
地
の
転
用
申
請
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

転
用
申
請
は
、
こ
の
締
め
切
り
日
を

過
ぎ
る
と
、
一
年
先
送
り
と
な
り
ま
す
。

忘
れ
な
い
よ
う
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

除
外
申
請
が
で
き
て
い
な
い
場
合
、

農
地
の
転
用
許
可
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
農
業
委
員
会

（
４
２
）
１
５
０
５

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

町
民
体
育
館
器
具
庫
の

整
理
に
つ
い
て

町
民
体
育
館
の
器
具
庫
の
整
理

を
行
い
ま
す
の
で
、
器
具
庫
に
道

具
を
置
か
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
方
は
二
月
中
に
連
絡
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
連
絡
が
な
い
場
合
は
処

分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
４
２
）２
５
１
５

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）
７
１
４
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
２
）４
９
０
０

e-
ma
il

ky
ou
ik
u@
to
wn
.

ka
ts
uu
ra
.l
g.
jp

農
業
振
興
地
域
か
ら
の

除
外
手
続
き
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国 民 年 金 だ よ り

４月から国民年金の納付は、便利で安心な

口座振替による前納制度はいかがですか？

年の途中から国民年金に加入された場合など、平成20年10月１日から12月31日までの

間に、はじめて保険料の納付をされた方については、２月上旬に控除証明書を発送する

こととしています。

また、平成20年11月に発送しました控除証明書の証明欄にある納付済額や見込額以上

に保険料を納付されたときは、「11月に発送しました控除証明書」と、「追加で納付して

いただいた保険料の領収証書」を申告書に添付してください。

確定申告（住所地を管轄する税務署で受付）の際に必要となりますので大切に保管し

て下さい。

なお、お問い合わせ等は、控除証明書専用ダイヤルまたは社会保険事務所までお願い

します。

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書について

控除証明書専用ダイヤル 0570－070－117
（平成20年11月１日～平成21年３月13日、平日 午前９時～午後５時）

※一般電話・公衆電話から、市内通話料金でご利用いただけます。

※ＩＰ電話等の方は TEL 03－6748－8882 へおかけ下さい。

４月から口座振替による保険料納付をご希望の場合は

２月末 までにお申込をお願いします

国民年金保険料の納入に口座振替を利用されますと、預（貯）金口座

から自動的に保険料を納めることができますので、納めに行く手間と

時間が省け、納め忘れの心配がなくなります。

また、早割（当月末振替）、６か月、１年前納の場合は保険料が割引になります。

口座振替の種類について

（１）通常納入（翌月末振替） ………… 割引なし

（２）早割（当月末振替） ……………… １か月 50円割引※

（３）６か月前納 ………………………… ６か月 980円の割引※

（４月～９月分までを４月末に振替

10月～翌年３月分までを10月末に振替）

（４）１年前納 …………………………… １ 年 3,620円の割引※

（４月～翌年３月分までを４月末に振替）

※上記金額は、平成20年度の場合です。

手続きについて

●お申込先

社会保険事務所、口座をお持ちの金融機関（申込用紙は、窓口に備え付けています。）

●ご持参いただくもの

年金手帳等（基礎年金番号が確認できるもの）、預金通帳、金融機関届出印

※現在、口座振替による前納されている方で引き続き同様の前納を希望される方は、

再度お申込の必要はありません。
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ん な 健の 康み
２月の保健行事
〈問い合わせ 勝浦町福祉課保健師 （42）1502〉

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

６ 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成20年８月１日
から12月31日まで
に生まれた子

母子健康手帳

12 木

健 康 相 談 13:30～14:00

棚 野 集 会 所 住 民 健康手帳

介 護 教 室 14:00～15:00

13 金 １歳６ヵ月児健康診査 13:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成19年５月１日
から８月31日まで
に生まれた子

問診票
母子健康手帳

17 火

健 康 相 談 13:30～14:00

久 国 集 会 所 住 民 健康手帳
運動教室

講師 株本泰輔先生
14:00～15:30

19 木 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

21 土 男 の 料 理 教 室 ９:30～
住 民 福 祉
セ ン タ ー

会 員 エプロン

24 火 股 関 節 脱 臼 検 診 13:30 勝 浦 病 院
平成20年９月１日
から12月31日まで
に生まれた子

母子健康手帳

27 金

健 康 相 談 ９:30～10:00

掛 谷 集 会 所 住 民 健康手帳

糖 尿 病 予 防 教 室 10:00～11:30

勝 浦 病 院 だ よ り

日 担 当 内 容

３日（火） 内科医師 糖尿病について

10日（火） 坂口栄養士 食事について

17日（火） 正瑞薬剤師 薬について

24日（火） 亀山看護師長 生活について

場 所 勝浦病院２階 研修室

時 間 午後２時から１時間程度

費 用 無料です。

そ の 他 申込みは不要で自由参加です。

お気軽にどうぞ。

問い合わせ 勝浦病院 （42）2555・ＩＰ050（3438）7441

２月は次の予定となっています。糖尿病についての基礎知識や食事・薬

などわかりやすく説明をしています。興味のある方はぜひご参加ください。
糖尿病教室
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保 健 だ よ り

① 外出を控えめに

１日のうち飛散の多い時間帯（午後１時～３時

頃《注：地域によって差があります。》）の外

出もなるべく控えましょう。

②外出時は完全防備

帽子・メガネ・マスク・マフラーを身につけて。

コートもつるつるした素材を選びましょう。

③ドア・窓を閉める

こまめに花粉の侵入を防ぐことも大切なポイン

ト。

④洗濯物、布団にも注意を

花粉が付着し、寝ている間の症状悪化につなが

ることがあります。外に干した洗濯物や布団は

花粉をよく落として。

⑤掃除はこまめに

室内にもかなりの花粉が侵入。きれいな室内は

ダニアレルギー対策にもなります。

⑥玄関でシャットアウト

衣服・ペットなどについた花粉は玄関でシャッ

トアウト。なるべく室内に持ち込まない工夫と

努力を。

⑦外出したら、洗顔やうがいを

体に付いた花粉はきちんと洗い流しましょう。

毎日の習慣として心がけましょう。

セルフケアのポイント 油断は大敵！症状を軽くするためにがんばりましょう。

今年も、スギ・ヒノキ科花粉が飛散する時期を迎えました。

1960年代に初めてスギ花粉症の報告がされて以来、花粉症は年々増加傾向にあります。

花粉症は花粉によって引き起こされるアレルギー疾患で、くしゃみ、鼻水、鼻づまりなどの

アレルギー性鼻炎や目のかゆみ、流涙などのアレルギー性結膜炎が最も多く見られます。ま

れにはぜんそくやアトピーを併発することもあります。

我が国で最も多い花粉症は、地域差はありますが、春先にみられるスギ花粉症といわれて

います。花粉症は日常生活に与える影響などによる社会的損失も大きい疾患です。

花粉症のことを正しく知り、適切な予防措置を講じるとともに、花粉症の症状が出たら医

療機関を受診することにより、症状の軽減、日常生活への支障を少なくすることができます。

花 粉 症 っ て ？

現在、日本人の約20％が花粉症だといわれています。では、花粉症と

はいったいどんな病気なのでしょうか。

花粉症とは、スギやヒノキなどの植物の花粉が原因となって、くしゃ

み・鼻水などのアレルギー症状を起こす病気です。季節性アレルギー性

鼻炎とも呼ばれています。

アレルギー性鼻炎は、原因物質（アレルゲン）の種類によって２つに分類されます。

季節性アレルギー性鼻炎（＝花粉症）

原因となる花粉の飛ぶ季節にだけ症状があります。日本では、約60種類の植物により花

粉症を引き起こすと報告されています。

主なアレルゲン：スギ、ヒノキ、カモガヤ、オオアワガエリ、ブタクサ、シラカバなど。

症状：鼻の三大症状だけでなく、目の症状（かゆみ、なみだ、充血）を伴う場合が多く、

その他にノドのかゆみ、皮膚のかゆみ、下痢、熱っぽい感じなどの症状が現れることがあ

ります。（さらに、シラカバ、ハンノキ、イネ科花粉症などの人がある果物や野菜を食べる

と、口の中がかゆくなり、はれたりする「口腔アレルギー症候群」）という症状もあります。）

最近、通年性アレルギー性鼻炎と花粉症の両方に悩む人や、複数の花粉に反応する人も

増えており、ほぼ一年中くしゃみ・鼻みず・鼻づまりや眼のかゆみ・異物感に悩まされる

という人も少なくありません。

～今年も花粉症のシーズンが始まります～
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「
他
人
の
気
持
ち
は
解
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
」
私
は
そ
う
思
っ

て
生
き
て
き
た
。
自
分
と
違
う
体
、

自
分
と
違
う
顔
、
声
、
性
格
、
考

え
方
…
。
何
一
つ
同
じ
も
の
は
な

い
。
そ
れ
で
い
い
の
だ
。
自
分
と

他
人
は
違
う
、
だ
か
ら
こ
そ
、
自

分
の
気
持
ち
は
他
人
に
は
理
解
出

来
な
い
、
他
人
の
気
持
ち
は
理
解

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
あ
る
旅

行
先
で
の
こ
と
だ
っ
た
。
私
は
一

つ
年
上
の
女
の
子
と
友
達
に
な
っ

た
。
Ｓ
さ
ん
と
い
う
子
だ
っ
た
。

そ
の
子
は
知
的
障
害
が
あ
っ
た
。

そ
の
子
は
一
人
で
旅
行
先
へ
来
て

い
た
よ
う
だ
。
私
は
と
い
う
と
、

友
達
と
四
人
で
そ
の
旅
行
先
へ
来

て
い
た
。
す
ぐ
に
友
達
に
な
れ
た

私
と
Ｓ
さ
ん
は
行
動
を
共
に
す
る

よ
う
に
な
り
、
あ
た
か
も
前
か
ら

友
達
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

旅
行
の
二
日
目
の
こ
と
だ
っ
た
。

私
は
お
か
し
な
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。
同
室
だ
っ
た
三
人
の
友
達
、

Ｍ
さ
ん
、
Ａ
さ
ん
、
Ｋ
さ
ん
の
態

度
が
冷
た
く
感
じ
ら
れ
た
の
だ
。

最
初
は
気
の
せ
い
だ
と
思
い
、
ま

た
Ｓ
さ
ん
と
行
動
を
共
に
し
た
。

し
か
し
、
昼
食
の
と
き
で
あ
っ
た
。

私
が
三
人
に
話
し
か
け
る
と
無
視

さ
れ
た
の
だ
。
何
回
私
が
話
し
か

け
て
も
無
視
を
さ
れ
た
。
私
は
急

に
心
配
に
な
り
、
そ
の
日
の
午
後

は
Ｓ
さ
ん
と
の
行
動
を
共
に
せ
ず
、

三
人
に
く
っ
つ
い
て
行
っ
た
。
す

る
と
そ
の
中
の
Ｋ
さ
ん
が
「
あ
ん

な
子
と
よ
う
一
緒
に
お
れ
る
な
あ
。」

と
言
っ
て
き
た
。
私
が
「
何
で
？
」

と
聞
き
返
す
と
「
は
な
っ
て
、
あ

の
子
っ
て
害
児
だ
ろ
。
」
と
言
わ

れ
た
。
「
あ
の
子
と
お
っ
た
ら
う

つ
る
し
。
あ
な
た
も
、
も
う
こ
っ

ち
こ
ん
と
い
て
よ
。
」
と
言
わ
れ

た
。
す
る
と
Ｍ
さ
ん
が
「
あ
の
子

と
一
緒
に
お
ら
ん
の
だ
っ
た
ら
、

こ
っ
ち
に
お
っ
て
も
え
え
わ
。
」

と
言
っ
た
。
私
は
底
知
れ
な
い
不

安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
結
局
三

人
と
一
緒
に
い
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
、
三
人
の
態
度
は
冷
た
い

ま
ま
だ
っ
た
。
私
は
「
私
の
し
て

い
た
こ
と
は
三
人
に
嫌
な
思
い
を

さ
せ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。
」
と
思

い
、
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
三
人

は
Ｓ
さ
ん
の
悪
口
ば
か
り
言
っ
て

い
た
。
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、

私
も
だ
ん
だ
ん
Ｓ
さ
ん
の
こ
と
が

嫌
に
な
っ
て
き
た
。
し
ま
い
に
は
、

三
人
の
悪
口
に
相
づ
ち
を
う
っ
て

い
た
。
そ
の
日
の
夜
、
私
の
心
の

中
に
は
Ｓ
さ
ん
を
見
下
す
気
持
ち

と
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
た
く
な
い

気
持
ち
で
、
ぐ
る
ぐ
る
と
う
ず
ま

い
て
い
た
。
翌
日
か
ら
、
私
は
Ｓ

さ
ん
を
無
視
し
た
。
何
回
話
し
か

け
て
き
て
も
無
視
し
た
。
昨
日
三

人
が
私
に
し
た
よ
う
に
。
昨
日
感

じ
た
嫌
な
気
持
ち
と
は
う
っ
て
か

わ
っ
て
、
気
持
ち
が
良
か
っ
た
。

無
視
を
す
る
こ
と
は
こ
ん
な
に
気

持
ち
が
良
い
も
の
か
。
私
は
と
ま

ど
う
こ
と
な
く
、
そ
の
行
動
を
エ

ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
い
っ
た
。
嫌

い
な
Ｓ
さ
ん
が
悲
し
が
る
顔
が
見

ら
れ
る
、
三
人
と
も
仲
良
く
い
ら

れ
る
。
私
の
気
持
ち
は
Ｓ
さ
ん
に

は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
私
も
Ｓ

さ
ん
の
気
持
ち
は
わ
か
ら
な
い
。

た
だ
、
Ｓ
さ
ん
の
悲
し
が
る
顔
が

楽
し
い
だ
け
。
旅
行
最
後
の
日
と

な
っ
た
。
そ
の
日
は
皆
で
遊
園
地

に
行
く
約
束
だ
っ
た
。
私
は
三
人

の
中
に
い
た
。
Ｓ
さ
ん
は
た
だ
私

達
の
後
ろ
を
つ
い
て
く
る
だ
け
だ
っ

た
。
Ｋ
さ
ん
が
「
や
っ
ぱ
害
児
や

な
ぁ
。
頭
悪
い
け
ん
、
ま
だ
あ
な

た
の
こ
と
が
忘
れ
れ
ん
の
じ
ゃ
わ
。」

と
言
っ
た
。
皆
が
後
ろ
を
向
い
て

ク
ス
ク
ス
と
笑
っ
て
い
る
。
そ
の

時
だ
っ
た
。
Ｓ
さ
ん
は
涙
を
流
し

た
。
私
達
を
見
な
が
ら
涙
を
流
す

目
は
強
く
、
そ
し
て
悲
し
い
目
だ
っ

た
。
私
の
心
の
中
に
何
か
が
走
っ

た
。
私
は
涙
を
流
し
て
し
ま
っ
た
。

三
人
の
コ
ソ
コ
ソ
言
う
声
だ
け
が

聞
こ
え
る
。
私
は
三
人
を
見
た
。

三
人
に
も
何
か
伝
わ
っ
た
の
か
、

三
人
は
遊
園
地
の
中
へ
入
っ
て
行
っ

た
。
私
は
Ｓ
さ
ん
と
二
人
に
な
っ

た
。
「
ご
め
ん
。
」
Ｓ
さ
ん
は
た
だ

う
な
づ
く
。

あ
の
時
の
気
持
ち
は
何
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
私
は
Ｓ
さ
ん
と
同
じ

気
持
ち
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ

の
時
初
め
て
、
自
分
も
他
人
も
気

持
ち
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
確
信

し
た
。
い
や
、
わ
か
ら
な
い
。
私

の
こ
の
熱
い
気
持
ち
が
皆
に
伝
わ

る
の
だ
ろ
う
か
。
伝
わ
せ
ら
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
尊

重
し
た
い
。
他
人
の
気
持
ち
、
そ

し
て
自
分
の
気
持
ち
。

他人の気持ち、
自分の気持ち

平
成
十
五
年
度

全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
よ
り
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月
の
道
吾
れ
も
探
す
や
秋
遍
路

雪
よ
降
れ
男
の
堪
忍
歩
き
哉

与
川
内

中

岡

熙

深
呼
吸
し
て
冬
晴
へ
歩
き
出
す

一
枚
の
暦
め
く
れ
ば
春
そ
こ
に

横
瀬

日
下
智
世
子

初
夢
や
グ
レ
の
大
釣
り
恵
比
寿
顔

年
男
心
新
た
に
老
い
の
春

横
瀬

前

田
好
次

絵
の
よ
う
に
紅
葉
輝
く
古
里
は

銀
色
に
あ
ち
こ
ち
こ
ろ
げ
雪
だ
る
ま

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

欄
干
に
飛
ぼ
か
止
め
よ
か
寒
が
ら
す

ロ
ウ
ソ
ク
の
炎
も
顔
あ
り
初
詣

生
名

石

田

白

萩

新
築
に
朝
日
輝
き
木
の
香
り

牛
年
に
平
和
祈
り
松
の
内

生
名

小

西

典

子

廃
校
に
残
る
冷
た
き
校
訓
碑

風
音
も
瀬
音
も
峡
の
春
近
し

生
名

丸

山

香

月

迎
春
や
口
紅
を
引
く
高
齢
者

日
の
春
や
千
千
に
乱
れ
る
明
と
暗

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

初
雪
の
古
都
の
情
緒
に
浸
り
け
り

中
山

山

下

房

夫

初
旅
は
蟹
三
昧
と
決
め
て
来
し

ゆ
っ
く
り
と
初
湯
に
浸
り
逆
上

の
ぼ
せ

気
味

坂
本

新

庄

和

子

初
薬
師
波
お
だ
や
か
に
亀
の
浜

草
津
な
る
湯
の
華
入
れ
て
初
湯
か
な

坂
本

新

庄

晋

枡
酒
を
盆
に
浮
か
べ
て
初
湯
か
な

初
旅
や
歩
く
名
所
を
敬
遠
す

坂
本

山

口

昭

市

老
の
身
の
膝
気
に
し
な
が
ら
の
初
薬
師

喜
寿
迎
え
お
か
げ
う
れ
し
や
初
薬
師

坂
本

坂

本

郵

子

初
市
の
威
勢
の
よ
さ
に
し
び
れ
け
り

婚
式
が
初
旅
と
な
り
外
は
雪

坂
本

新

庄

雄

彦

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制

で
は
な
く
、
町
民
誰
で
も
随
意
に

投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に
優

劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削
等

も
一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句
し

て
く
だ
さ
い
。

次
回
作
品
募
集

二
月
五
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

三
月
一
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

これからママになるあなたへ
～食べ物について知っておいてほしいこと～

妊娠中に注意が
必要な食中毒菌がいます。

妊娠中は、一般の人よりもリステリア

菌に感染しやすくなり、赤ちゃんに影響

がでることがあります。リステリア菌は、

食品を介して感染する食中毒菌で、塩分

にも強く、冷蔵でも増殖します。

妊娠中に避けた方が
良い食べ物があります。
（リステリア食中毒の主な原因食品例）

ナチュラルチーズ
（加熱殺菌していないもの）

肉や魚のパテ

スモークサーモン

生ハム

冷蔵庫を過信せず、食べる
前に十分加熱しましょう。

（リステリア菌は冷蔵庫内

でもゆっくりと増殖しま

すが、他の食中毒菌と同

様に加熱することで予防

できます。）

冷蔵庫の食品は、期

限内に使い切るよう

心がけましょう。

体調管理のため、

食中毒予防を

心がけましょう。

http://www1.mhlw.go.jp/houdou/0903/h0331-1.html

厚 生 労 働 省

マタニティマーク

わ
た
し
の
作
品
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ボランティアグループ「勝浦を考える会」

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

３日
（火）

山 西 山西集会所横の自転車置場付近

10日
（火）

中 山 中 山 集 会 所 前

17日
（火）

立 川 前田さん宅前ごみフェンス横

24日
（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

２日
（月）

山 西

中 角

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

９日
（月）

中 山 消 防 詰 所 横

16日
（月）

生 名

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

23日
（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

５日 ・19日 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

６日 ・20日 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

分別ステーション設置地区は、毎日出すこ

とができますが、年末年始等の連休には集中

しないように計画的に出してください。 ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指定場所と受取日時

指定場所 （中角）勝浦町農村婦人の家敷地内

リサイクル保管庫

受取日時 ２月１日 ～６日
午前８時30分～午後５時

指定場所 （横瀬）勝浦町民体育館裏

リサイクル保管庫

受取日時 ２月８日 ～13日
午前８時30分～午後５時

※午後５時から午前８時30分まで保管庫を施錠し

ます。絶対、保管庫の外に古紙を置かないよう

にしてください。

古紙の出し方

ガムテープなどは使わず、ひもで束ねて出す。

古紙の分け方

①段ボール
厚手の菓子箱などは大丈夫です。

②新聞紙・折込チラシ
「広報かつうら」のようなものは雑誌へ

新聞紙・折込チラシは一緒にひもで束ねて出す。

③古本・雑誌・紙
同じ種類に分ける。厚い表紙は破って段ボールへ

ビニール封筒に入った雑誌などは、ビニール封筒

をはずす。

ビニール窓のついた封筒はビニールをはずす。

出してはいけない物（禁忌品）

【問い合わせ】 勝浦町住民課 (42)1501

IP㈹050（3438）7148

日 時 ２月19日(木)
午前９時から午後４時まで

場 所 勝浦町リサイクルプラザ
（横瀬 速水商店前）

方 法 リサイクルプラザ内の回収用コンテナ
に入れてください。綿100％で無い等、
不適品は持ち帰っていただきます。

綿100％古着回収のお知らせ

粘着物
粘着テープ、シール、ワッペン類、糊が
多量に使われているもの

金 属 金具がついたファイル、金属クリップ類

フィルム
や合成樹脂

フィルム類、セロハン、発泡スチロール、
プラスチック製品、ビニールコート紙

特殊な薬剤
が塗布
された紙

耐水性段ボール、紙コップなどのワック
ス加工紙、酒の紙パック、写真、油紙、
レシートなどの感熱紙、カーボン紙、ペッ
トのえさ袋

その他
カセットテープ、アルバム、手さげ紐が
ビニールの紙袋、セメント、ビニールが
含まれた米袋、紙以外のもの
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★おはなし会

22日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読
み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください。

２
月
の
行
事

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

矢 野 隆

蛇 衆

室町末期、各地の戦

で力をふるっていた傭

兵集団「蛇衆」天涯孤

独の彼らが九州地方の

領主・鷲尾家の怨念の

歴史に巻き込まれ…。

70数年に一度現れるほうき星が江戸に輝いた

天保６年の夜、深川でこの世に生を受けた娘

「さち」。両親の愛情と周囲の人情に包まれ、幸

せな子ども時代を過ごすさちを、思いがけない

不幸が襲う…。

山 本 一 力

ほうき星

上・下

猫を抱いて象と泳ぐ 小 川 洋 子

ダブルファンタジー 村 山 由 佳

金魚生活 楊 逸

ふたりの季節 小池真理子

断 絶 堂 場 瞬 一

警官の紋章 佐々木 譲

エクステンド 鏑 木 蓮

スノーホワイト 谷 村 志 穂

雪山冥府図 澤田ふじ子

はて、面妖 岩井三四二

天国と地獄 赤 川 次 郎

夕映え天使 浅 田 次 郎

壺霊 上・下 内 田 康 夫

エッジ 上・下 鈴 木 光 司

サンリオキャラクターの通園・通学グッズ

サンリオキャラクターのかんたん！かぎ針編

寺西恵里子

カゼとインフルエンザ 岡 部 信 彦

育児のお悩み解決ＢＯＯＫ ＮＨＫ出版編

山の幸利用百科 大 沢 章

はじめての漢方医学 入 江 祥 史

土地建物の法律 海老沼利幸

《児 童 書》

わしといたずらキルディーン マリー女王

むしのおんがくがっこう 青 山 邦 彦

ちょっとだけ 瀧 村 有 子

ひらがなだいぼうけん 宮下すずか

新着図書の一部紹介

・ライラの冒険 ・幸せのレシピ

・グッド・シェパード

・ドリームガールズ

・インディ・ジョーンズ

（クリスタル・スカルの王国）

・母べえ

・ドラえもん（のび太の太陽伝説）

（のび太とふしぎ風使い）

・ドラミちゃん（ミニドラＳＯＳ）

・ケロロ軍曹

・シナモン・ザ・ムービー
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ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

日時 ６日 ･13日 ･20日 ･27日
午後１時～４時30分

場所 勝浦町住民福祉センター１階

内容 人権・行政・厚生・福祉

※平日でも受付しておりますので、お気軽
にお問い合わせください。 (42)4652

心配ごと相談

日 時 ２月14日

午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 平日 午前８時30分～午後７時

※土・日・祝日を除く

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談

０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談

０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休 日 年 金 相 談

ね ん き ん ダ イ ヤ ル

時 間 延 長 年 金 相 談

年 金 相 談

人 口（平成20年12月31日現在）

世帯数 2,151戸

男性 2,977人

女性 3,180人

計 6,157人

出生 男 ３人 女 ３人 計 ６人

死亡 男 １人 女 ５人 計 ６人

転入 男 ２人 女 ８人 計 10人

転出 男 ３人 女 ３人 計 ６人
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◇
お
く
や
み
申
し
ま
す

交流講座ご案内

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305・IP 050（3438）8631

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座

を開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 今 月 お 休 み で す

踊 り 14 ・21 午後 2:00～4:00

歌 謡 １ ・15 午後 7:30～9:30

生け花 ９ ・23 午後 7:30～9:30

大正琴
６ ・13
19 ・26

午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00
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２月 勝浦郡夜間救急当番表

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午前６時～翌朝午前９時 休日:午前７時～翌朝午前９時

善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
12
月
16
日
～
１
月
15
日
）

倉

橋

孝

明
さ
ん
（
生
名
）

か
ら
善
意
銀
行
に
善
意
が

よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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